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外国語活動 本時の学習指導案（第 2次案）             平成 30年 9月 11日（火）第 1校時 

4年 1組 授業者：   

題材「Word Wolf」 

１ 本時の学習計画    

(1) 学習のねらい 

  「Go Fish!」で英語を話しながら海外のトランプに興味を持った子どもたちが、教師や ALT、実習生が「Word Wolf」を

する様子を見ることを通して、英語や非言語情報を駆使しながらコミュニケーションをとる楽しさに気づき、既習の英単

語や英語表現、ジェスチャーや絵などの非言語情報を活用しながらコミュニケーションをとることに慣れ親しむ。 

(2) 本時の学習材 

「Word Wolf」を行う教師や ALT、実習生の様子 

  ｏ英語を話さなければいけないというイメージから、外国語活動に対して苦手意識を持ったり、コミュニケーションを

とる時間に萎縮してしまったりするだろう。しかし、英語表現に限らず、ジェスチャーなど非言語情報を使ったコミ

ュニケーションができることを知った子どもたちは、英語表現や非言語情報を使ったコミュニケーションをしてみた

いと思うだろう。このような意識に基づいて、本学習材を提示する。 

 ｏ本時の「Word Wolf」の価値として、既習の英語表現に限らず、ジェスチャーなどの非言語情報の活用を許容すること

がある。このようにすることで、英語を話すことに対して抵抗がある子どもたちも、非言語情報で意思疎通を図る楽

しさを感じるとともに、既習の英単語や英語表現を用いてコミュニケーションを図るようになることを期待している。 

(3) 学習の展開 
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１始めのあいさつを

し、人狼ゲームに対

する話題を振る。。 

 

２「Simon says」で物

の色や形、感触など

の表現を確認する。 

 

 

３「Word Wolf」を教

師がプレイしてい

るところを見たう

えで、ルールを確

認する。 

 

 

 

 

４「Word Wolf」を実

際にプレイする。 

・人狼ゲームだ！ 

・アメリカでは「Mafia」っていうん

だね。 

・今日は人狼ゲームするのかな。 

・間違えて動いちゃった。 

・「round」って言ったときに前に丸

い形が出るから丸いものを触れば

いいんだ。 

 

・～先生だけカードが違う。 

・自分が持ってるカードが班の人と

同じかどうか話しながら考えるゲ

ームか。 

・伝え過ぎると自分だけ違う時にす

ぐばれちゃう。 

 

 

 

・～って言わなければよかった。 

・ジェスチャーでも伝えるって意外

と難しい。 

ｏなかなか伝わらないけど言いたい

ことが伝わった時嬉しい。 
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・英語が理解できない子どもの

ために、Power pointで視覚情

報を与える。 

 

・「Simon says」では、学習課題

で活用できそうな形容詞に

関連したお題を出す。新し

く学習する形容詞は視覚情

報とともに提示する。 

 

 

 

 

・見本を見せるときはなるべく

簡単な単語や表現、ジェスチ

ャーを使う。 

・制限時間は 1ゲーム 2分とす 

る。 

 

２ 子どもと題材（略） 

「Word Wolf」をプレイ

する教師の様子 

学習材 

学習課題 
「Word Wolf」をしてみよう！ 

既習の英語表現や非言

語情報を活用しなが

ら、コミュニケーショ

ンをとることに慣れ親

しむ。 

評価 




